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視覚

損傷する部位によっても
表れる症状が異なると言われています

現代社会の中で､
病気･事件･事故との遭遇は､誰の身にも起こりうることです。
だからこそ､高次脳機能障害を知っておくことは､大きな意味があります。
周囲の理解が広まれば､
現在障がいを抱えながら社会復帰を目指す人たちも､もっと前向きになれます。
身近に起こる目に見えない障がい､
高次脳機能障害へのご理解とご支援をよろしくお願いします。

｢中途障害｣は､

脳卒中や交通事故､労働災害､暴力事件等、身近な出来事によって、

ある日突然、誰の身にも起こりうる「障がい」です。

とくに、日常的なことを忘れたり、怒りっぽくなったり､

集中力や感情がコントロールできない・・・。

見えない障害と呼ばれるのが｢高次脳機能障害｣。

脳の損傷が災いするため､外見だけでは理解されず､

周囲から「怠惰」や「無気力」と誤解されてしまう・・・・。

ご本人や家族だけが不安な生活を強いられています。

そして､｢高次脳機能障害｣者は、

毎年1万人以上増え続けているのです。

!

病気･事件･事故に遭うまではなかった､さまざまな症状や行動が見られます。

! 感情や欲求の
　コントロールが困難

! 二つ以上のことが
　同時にできない

! 少し前の出来事や
　約束が思い出せない

注意障害／遂行機能障害／
社会的行動障害／記憶障害の他にも

! 話せない､読めない､書けない､
　話が理解できない（失語症）

! 片側の物を見落とす（半側空間無視）
! 外出先や家の中で迷子になる
! 声かけをしないと動けない
! 一つの事にこだわる　等

今までできていたことができなくなるのも特徴です。

! 集中力がなくなり
　同じミスを繰り返す

! 新しいことが
　覚えられない! やる気が出ない

! 何かを間違えたときに
　修正や変更ができない

注意障害

記憶障害社会的行動障害

かもしれません

目に見えない

! 計画が立てられない
! 仕事や家事が効率的に
　進められない

遂行機能障害

高次脳機能障害

年齢･性別に関係なく､誰にでも起こりうる障害。
多くの方が現状に戸惑い､悩みながらも､懸命に社会復帰を目指しています。
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脳疾患や事故･暴力行為に遭った後
それまでとは違う行動が見られたら高次脳機能障害身近に起こる､目に見えない障がい
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